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２
１
の
０
７
１
２

日
本
共
産
党
岡
崎
市
委
員
会

自
民
清
風
会
（
内
田
議
員
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
原
発
ウ
ェ

ー
ト
を
減
少
さ
せ
て
い
く
こ
と
で

原
発
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
を
解
消
し
て
い
く
と
い
う
立

場
。
安
全
基
準
を
満
た
し
、
安
全
安

革
新
岡
崎
の
会
が
提
出
し
て
い
た
、
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
請
願
が
、
９
月
11

日
、
市
議
会
総
務
企
画
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
派
の
意
見
は
次
の
通
り
で
す
。

あ
た
っ
て
は
総
合
的
、
合
理
的
、
客

観
的
、
冷
静
な
議
論
の
元
で
。
中
長

期
の
検
討
が
必
要
。
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
か
わ
る
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
エ
ネ
を
推
進
し
、
最
終
的

に
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し

な
い
社
会
を
目
指
し
て
い
く
、
た
だ

ち
に
原
発
ゼ
ロ
に
は
反
対

公
明
党
（
井
手
瀬
議
員
）

原
子
力

規
制
委
員
会
が
作
成
し
た
安
全
規

制
基
準
を
厳
格
に
審
査
し
た
上
で

国
民
と
原
発
立
地
住
民
の
理
解
を

え
て
再
稼
働
を
判
断
す
る
べ
き
。
省

エ
ネ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

方
向
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
将
来

的
に
原
発
に
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す

こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。
請
願
者
の

思
い
も
理
解
で
き
る
が
、
意
見
書
提

出
は
慎
重
に
考
え
反
対
。

黎
明
（
小
木
曽
議
員
）

福
島
原
発

事
故
は
現
在
も
未
来
に
お
い
て
も

憂
慮
す
べ
き
事
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
原
発

を
即
時
停
止
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

あ
る
い
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
は
大
い
に
合
意
で
き
る
、
な
る

心
が
確
認
で
き
る
ま
で
は
、
再
稼
働

さ
せ
な
い
こ
と
は
当
然
だ
が
、
「
た

だ
ち
に
」
原
発
を
ゼ
ロ
へ
と
い
う
意

見
と
は
異
な
る
の
で
請
願
に
反
対

民
政
ク
ラ
ブ
（
加
藤
学
議
員
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
に

岡
崎
市
議
会

９
月
定
例
議
会

一
般
質
問

そ
の
２

用
で
行
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

鈴
木
ま
さ
子
市
議
は
、「
い
く
ら
、

例
外
的
な
通
達
の
手
続
き
で
行
っ

て
も
、
『
農
地
の
確
保
等
に
関
す
る

国
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ふ
ま
え
』

と
い
う
趣
旨
を
尊
重
す
れ
ば
、
不
要

で
過
大
な
青
地
の
解
除
は
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

実
際
は
過
大
な
開
発

住
宅
地
な
の
に
商
業
施
設
の
み

岩
津
地
区
の
地
区
計
画
の
目
標

に
「
最
寄
り
品
販
売
の
商
業
施
設
を

中
心
と
し
て
」
と
あ
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
今
度
出
店
が
予
定
さ
れ
る
店

舗
ド
ミ
ー
は
、
食
料
品
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
、
衣
料
品
、
飲
食
店
な
ど
で

優
良
な
農
地
を
つ
ぶ
し
て
開
発

岩
津
地
区
の
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
は

農
業
振
興
地
域
と
い
う
も
っ
と
も

農
地
を
保
全
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
地
域
〈
青
地
〉
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
農
用
地
を
除
外
す
る
こ
と
は
原

則
不
許
可
、
許
可
さ
れ
る
場
合
も
相

当
厳
し
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
は
「
市
が
市
街
化

区
域
に
編
入
す
る
」
と
い
う
ひ
と
言

で
、
農
地
の
除
外
も
国
の
通
達
の
運

６
月
議
会
に
引
き
続
き
、
岩
津
・
西
蔵
前
地
域
の
２
４
８
号
線
沿
線
で
行
わ

れ
て
い
る
開
発
に
つ
い
て
問
題
点
を
た
だ
し
ま
し
た
。

市議会議員

鈴木まさ子

す
。
衣
料
品
は
最
寄
り
品
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
ド
ミ
ー
の
計
画
で
は

駐
車
場
台
数
が
２
８
０
台
で
す
。

ド
ミ
ー
稲
熊
店
は
９
６
台
で
す
。

周
辺
住
民
の
た
め
の
店
舗
で
あ

る
と
す
る
と
２
８
０
台
と
い
う

の
は
、
過
大
な
駐
車
場
と
な
り
ま

す
。
「
第
二
種
住
居
地
域
」
の
用

途
に
沿
っ
て
、
そ
の
分
、
住
宅
も

つ
く
る
べ
き
で
す
。

〈
裏
面
に
つ
づ
く
〉

べ
く
速
や
か
に
行
わ
れ
る
べ
き
だ
が
、
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
不
確
か
な
中
で
、
直
ち
に

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
増
加
に
繋
が
る
。
直
ち
に
原
発
ゼ
ロ

を
求
め
る
意
見
書
に
は
反
対

紹
介
議
員

日
本
共
産
党
（
鈴
木
雅
子
議
員
）

安
全
規
制
委
員
会
の
基
準
は
安
全
で
な
い

福
島
原
発
事
故
は
、
未
だ
に
事
故
原
因
す

ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
高
濃
度
汚
染

水
が
海
水
に
流
出
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力
規

制
委
員
会
の
安
全
基
準
は
、
福
島
原
発
事
故

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
中
身
に
な
っ
て
い
な

い
。
基
準
ク
リ
ア
ま
で
５
年
間
の
猶
予
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
新
基
準
が
施
行
さ
れ
す
で

に
12
基
の
再
稼
働
が
申
請
さ
れ
た
。

中
日
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
浜
岡
原

発
の
22
ｍ
の
防
潮
堤
に
つ
い
て
「
信
頼
で

き
な
い
」
40
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信

頼
で
き
な
い
」
33
％
と
７
割
を
越
え
る
人

た
ち
が
不
信
感
を
も
っ
て
い
る
。

首
相
は
自
分
の
言
葉
に
責
任
を
！

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
プ
レ
ゼ
ン
で
、
安

倍
首
相
は
「
汚
染
水
は
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ

れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
言
葉
は
疑
問
。
「
私

が
責
任
を
も
っ
て
決
定
し
、
実
行
し
て
い

く
」
こ
の
言
葉
を
守
り
東
電
任
せ
に
せ
ず
に

積
極
的
に
国
が
関
与
し
て
収
束
に
向
か
う

べ
き
。

い
っ
た
ん
非
常
事
態
が
起
こ
れ
ば
人
間

の
手
で
止
め
ら
れ
な
い
危
険
な
原
発
は
こ

れ
以
上
の
被
害
が
生
ま
れ
る
前
に
直
ち
に

廃
炉
に
す
べ
き
。
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杯
状
態
」
で
大
型
店
の
郊
外
出
店
は

認
め
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
大
型

店
舗
の
作
れ
る
「
第
二
種
住
居
地

域
」
に
指
定
し
ま
し
た
。
住
居
地
域

で
あ
り
な
が
ら
住
居
は
建
て
な
い
。

ほ
ん
と
う
に
お
か
し
な
「
開
発
あ
り

き
」
の
都
市
計
画
で
す

土
地
の
開
発
や
売
買
、
道
路
工
事

な
ど
、
強
引
な
や
り
方
の
奥
に
は
金

権
腐
敗
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

１
９
８
０
年
の
汚
職
事
件
の
よ

う
な
不
名
誉
な
事
件
で
岡
崎
市

の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
な

い
よ
う
、
住
民
主
体
、
公
正
透

明
な
土
木
事
業
・
開
発
の
あ
り

方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

障
害
者
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
時

間
切
れ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

の
機
会
に
と
り
あ
げ
ま
す
。

岩
津
・
西
蔵
前
地
区
の
開
発
の
問
題
点
（
続
き
）

そ
も
そ
も
間
違
っ
た

ま
ち
づ
く
り

岩
津
地
区
も
、
西
蔵
前
地
区
も
岡

崎
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
沿
道
複
合
地
（
住
居
と
商
業
）

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
、
と
こ

ろ
が
、
岩
津
地
区
は
店
舗
の
み
、
西

蔵
前
地
区
は
住
宅
の
み
で
、
複
合
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

岩
津
地
区
を
商
業
施
設
だ
け
に

す
る
な
ら
、
用
途
地
域
を
「
商
業
地

域
」
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
岡

崎
市
で
は
す
で
に
商
業
地
域
は
「
満

カクサン部員

がまぐっちゃん

日本共産党後援会バスツァー
大飯原発と小浜の魚センターへ
10 月 27 日（日）

午前 8 時半 西三地区委員会出発

会費５０００円（弁当込み）

お申し込みは

電話２３－３３３７   ＦＡＸ２３－６３９７

メール jcp-o@m2.catvmics.ne.jp

日本共産党 無料法律相談
サラ金 労働条件 相続

契約 賃金不払い 医療 離婚
  住宅  教育 など

毎週 火曜日 夜６時から８時

  弁護士がご相談をお受けします。

生活相談は、議員が常時お受けします。

電話２３－２７８５までご予約下さい。

子ども１人を高校から大学までやるのに、なんと１千

万円もかかるといわれてます。私大医学部なんかを目ざ

した日にゃ、学費分だけで家が１軒建ちますぜ。子ども

が勉強したいっていうなら、思う存分やらせてやりたい

のが親心。でも、この莫大な学費負担を、個々の家庭ま

かせにするって、オカシクないですかい？

実際、大学進学率と家庭の所得の間には、相関関係が

あります。年収 1000 万円以上の家庭だと、進学率は

６割だけど、年収 400 万円以

下は３割。お金もちの子どもは

進学できて、庶民の子どもは夢

をあきらめるなんて、悲しすぎ

ますぜ！

実は、日本の学費は世界一高

いレベルです。ヨーロッパじゃ

学費は無償か低額で、返す必要

のない給付制奨学金も充実してます。学生が、学費や

生活費の心配なく、勉学に没頭できるようになってま

す。学生が教育を受ければ、その利益は社会全体に返

ってくるんだから、公的に支えるのが当然という考え

方が、基本にあるんですな。

ところが日本は、自民党政権が、「受益者負担」、つ

まり、教育を受けて得するのは学生本人なんだから、

本人とその親が、学費を負担すべきだっていう議論を

持ち込んで、学費をどんどんつりあげてきちまった。

1970 年に１万 2000 円だった

国立大学の授業料は、今では 53

万 5800 円（標準額）。その間、

食料品物価の上昇率は 3 倍なの

に、授業料はなんと 45 倍化です

ぜ。奨学金も利子のつくやつばか

り増やしてきた。経済協力開発機

構（OECD）加盟３４カ国のなか

で、大学の授業料が有償で、しか

も給付制奨学金がないなんて国は、日本だけですぜ！

日本共産党を躍進させて、学費ゼロへの一歩をふみ

ださせましょうぜ

い
や
～
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ロ
ー
ン
も
大
変

だ
が
、
教
育
費
も
大
変
よ
。
子
ど
も
が
大

学
に
入
っ
た
ら
、
あ
た
し
の
小
遣
い
、
ま

た
減
っ
ち
ま
う
か
も…

ト
ホ
ホ
。
学
費
・

奨
学
金
問
題
を
講
義
し
ま
す
ぜ
。


